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＊ごあいさつ ～6周年を迎えるにあたって～ ＊ 
 

                                           理事長  井上 良子 

NPO 法人を設立してからの 5 年間は、どんなに重い障害があっても、住み慣れた地域で生活

できることを目標に、「ないものは自分達の手で！」 という思いを胸に、ピアネット北は駆け抜け

てきました。 

5 年前の設立時、常勤2 名、アルバイト1名の職員が

今では常勤 7 名、アルバイト 41 名の大所帯となりまし

た。事業や職員が拡大化した法人の現状が 100 点満

点ではありませんが、平成 20 年度につきましては、こ

れまで「かたち」にしてきたものを最良の状態で継続し

ていくことを第一に活動していきたいと考えています。 

 また、関わる職員一人一人が、業務にやりがいをもっ

て働ける場を目指したいと思います。職員が幸福な気

持ちで業務ができなければ、サービスを受ける利用者

さんも幸福な気持ちにはなれません。そのために何が

できるのかを皆で知恵を出し合う 1 年にしたいと思いま

す。今後とも皆様のご指導よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事務局】 

〒114-0003  北区豊島 5－5－5－612 

ＴＥＬ・ＦＡＸ ： 03－3913－9308 

 【北区障害者地域自立生活支援室】 

〒114-0032 北区中十条 1－2－18 

TEL･FAX ： 03－3905－7226 

【療育相談事業 あこの会】 

〒114-0034 北区上十条 1－1－7 

TEL ： 03－6279－2275  FAX ： 03－6279－2269 

【重度身体障害者グループホーム やじろべえ】 

〒115-0052 北区赤羽北 1－7－23 

TEL･FAX ： 03－6657－9077 

ＵＲＬ ： http://www.peernet.or.jp/   E-mail ： peernet@ma.kitanet.ne.jp 
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＊北区障害者自立生活支援事業＊ 
●視覚障害者対象の「プレクストーク体験会」を開催しました♪ 

視覚障害者の読書法には、カセットテープに本を読みあげた声を録音する「テープ図 

書」がありました。しかし、カセットテープは年を重ねるごとに劣化する弱点があり、 

多くの点字図書館ではテープ図書をデジタル化する作業が進められています。 

「プレクストークポータブルレコーダーPTR2」はこうしたデジタル化した図書を再生、 

録音できる機械です。使いこなせると非常に便利なのですが、取り扱いが非常に 

難しく、今回は発売元のシナノケンシの方や実際に使用している視覚障害者ユー 

ザーを講師としてお招きし、基礎編・応用編と 2 回の体験会を開催しました☆ 

●15 校の学校へお邪魔しました♪ 

19 年度は延べ 15 校の小・中・高等学校の障害理解教育に講師を派遣しました。 

学習内容は車いす体験や視覚障害（アイマスク）体験、さらに介護技術講座など 

多種多様です。都立高校では 19 年度より、「奉仕」の授業を必修化したことに伴 

い今後、依頼件数が増加することが予測されます☆ 

 

＊療育相談事業「あこの会」＊     
   ●「構音」の訓練を始めました♪   

    「あこの会」の利用者を対象に構音（発音）の検査・訓練を言語聴覚士（ST） 

    の国家資格を持つ職員が始めました。絵カードに描かれている絵を答えな  

    がら、発音が苦手な音を見つけ練習します。子どもたちも職員もあせらず、  

    急がず、でも確実に前進すするよう、毎日ともに頑張っています☆ 

    ●ハイキングに行ってきました♪       

     恒例行事となりました春と秋のハイキング。毎回、兄弟姉妹を含めた大勢  

     のご家族が参加してくださいます。 ハイキングでは保護者同士・子ども同   

       士の交流も大きな目的の一つです。春は横瀬・羊山公園、秋は巾着田 

     （覧山コース、日和田山コース）で実施しました☆ 

 
＊重度身体障害者グループホーム＊ 

   「やじろべえ」 
●手作り食事会を始めました♪ 

手作り食事会は月に一度、入居者が職員と一緒にメニューを決め、買出し、調理

まで行います。メニューを決めるため、インターネットや料理本から情報を集め、予

算とにらめっこ。買ってきた材料が多すぎたり少なすぎたりと毎回てんやわんやで

す。でも大変な思いをすればするほど、完成した時の喜びは大きくなります。19 年

度は親子丼・角煮丼・お好み焼き・キムチ鍋等全７回開開催しました☆ 

●防災館へ行ってきました♪ 

３月３１日、池袋都民防災センターへ行き、車いすに乗ったままでの震度６の地震

の揺れ、大型スクリーンに映し出される本物さながらの炎に向かっての消火活動

等の防災に関する体験をしてきました。備えあれば憂いなしです☆ 
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＊福祉活動啓発事業＊ 
●ガイドヘルパー養成研修・福祉士受験対策講座を開催しました♪ 

視覚障害・知的障害ガイドヘルパーの養成研修、介護福祉士・社会福祉士・精神

保健福祉士の受験対策講座を開催しました。視覚障害者ガイドヘルパーの演習

ではアイマスクを着用し屋外へ出発。段差の多い歩道や駅のエスカレーターの乗

り降り、都電の乗車等を体験していただきました。受講者からは「ペアになってガイド 

役を交代しながらの授業は、利用者の気持ちも自分で体験してわかるので、ガイド 

になる時の参考になる」、「食事介助の練習では、食べさせることよりも説明の仕方 

（伝え方）が難しいことがよくわかった」 等の感想をいただきました☆ 

●シンポジウムを開催しました♪ 

１１月、新宿にて「地域・制度の間で考える重度身体障害者グループホームの運営」 

と題したシンポジウムを開催しました。前半は約１年をかけ、都内のグループホーム 

を調査した結果を報告し、後半は今井康之氏（あじさいホーム）、武田嘉郎氏（グルー 

プホーム一歩）、木村利信氏（グループホームむく）の 3 名をパネラーにお招きしての 

パネルディスカッション。フロアを交えての意見交換は非常に有意義な時間でした。 

グループホーム間の今後のつながりの必要性を強く感じました☆ 

 

☆シンポジウム報告書をＣＤ-ＲＯＭに収録しました☆    

必要な方は住所・氏名・職業を明記の上、５００円分の切手を同封し   

   支援室（ｐ1）まで送付願います。１～２週間でのお届けを予定しています。        

 

＊区立小中学校介助員派遣事業＊     

  19 年度より新規事業としてスタートした本事業は区内 10 校の小中学校（通常 

学級）に在籍する肢体不自由の子どもたちに介助員を派遣する事業です。   

  介助員は一人一人の体の状況に合わせ、学校内での移動時の介助等を行いま 

す。年数回開催する介助員研修では、介助に関する知識や技術のスキルアップ 

に加え、通常、自宅と学校の往復のみと孤立しがちな介助員相互の交流を目的 

としています。また、介助員マニュアルを作成して、業務の統一化を図っていま 

す。保護者の方々や学校の先生方とご一緒に、子どもたちが安全で安心できる 

  教育環境の提供に努めたいと思っています☆ 

  

 

＊バリアフリー旅行促進事業＊    
●元名海岸・鴨川シーワールドへ行ってきました♪         

3 月 15 日から 16 日にかけて千葉県へ行ってきました。参加者は障害者（車いす 

・知的障害・視覚障害）７名を含む 19 名。１日目は昼食を「海ほたる」でとり、宿泊 

先の元名ビーチホテルへ、大浴場でゆっくり入浴をしたり、海岸を散歩したりなど 

ゆっくりした時間を過ごしました。翌日は鴨川シーワールドへ。 シャチやイルカの 

ショーを車いす専用席で見学。参加者の笑顔が絶えない旅路でした☆ 

 



 4

正会員  年会費 10,000 円 

賛助会員 3 口より（1 口 1,000 円） 

＊地域活動＊ 
●馬鹿祭に参加しました♪ 

4 月 29 日、第 52 回目を迎える大赤羽祭（馬鹿祭り）にて「車いす専用席」の運営のお

手伝いをしました。専用席に準備されたスペースは赤羽駅前の御神輿などが最も見

やすい位置。周囲の方々に理解をもとめながらの運営は予想以上に大変でした。し

かし、ご利用いただいた車椅子の方々からは「安心して見物ができた」、「前に立って

いる人がいないので良く見えた」等の感謝の声をいただきました。次回に向け、安全

面を考慮したフェンスの設置や日陰の確保などいくつかの改善点が出てきました☆ 

●納涼祭に参加しました♪ 

8 月 18 日、夏恒例の東京都障害者総合スポーツセンター（略称：スポセン）主催「納

涼祭」に出店しました。メニューは焼き餃子、チヂミ、枝豆、磯辺焼きの４品。グルー

プホーム入居者の方にも参加していただき、絶妙な焼き加減の磯辺焼きを作ってく

れました。準備した餃子、磯部焼き１００人前は早々に完売！大好評でした☆ 

 

＊助成金のご報告＊        
（財）愛恵福祉支援財団様より、「助成金」（100,000 円）をいただきました。 いただいた助成金は、福祉教育で使用する

車いす5台を購入させていただきました。以前より使用していた車いすは中古のもので非常に重く、学校への搬送も一苦

労でした。また、講座中に故障することも度々ありました。障害者に対する正しい理解は「障害に対する正しい教育」から

始まります。まだまだ微力ですが地域での障害理解の向上に努めたいと思います。         
                                    

     

   （財）愛恵福祉支援財団様には法人一同、 

      心より感謝申し上げます。    

 

    

 

 

☆ 入会のご案内とご寄付のお願い ☆ 

ピアネット北では、一緒に活動をしてくださる正会員、活動の趣旨に 

賛同して資金面の援助をしてくださる賛助会員の方を募集していま 

す。入会ご希望の方は、下記口座にお振込みいただくかピアネット 

北事務局までお問い合わせ下さい。 

 

 

 

 

お問い合わせ先  TEL･FAX ： 03－3905－7226  

郵便口座 ： ００１００－５－２９６０４９ 

口座名称 ： 特定非営利活動法人 ピアネット北 

※通信欄に正会員費、賛助会員費、寄付のいずれかをご記入ください。 


